
この診断書は、傷病の性質上、原則、精神保健指定医又は精神科を標ぼうする医師に記入していただくことになっています。ただし、
てんかん、知的障害、発達障害、認知症、高次脳機能障害など診療科が多岐に分かれている疾患について、小児科、脳神経外科、神経内
科、リハビリテーション科、老年科などを専門とする医師が主治医となっている場合、これらの科の医師であっても、精神・神経障害の
診断又は治療に従事している医師であれば記入可能です。
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（　平成・令和 年 月 日　　　現症　）

7　  診断書の記載要領を日本年金機構のホームページに掲載していますのでご参照ください。

また、日本年金機構のホームページに掲載しているExcel形式の診断書様式を使用していただくこともできます。

ミホン　ハナコ

見本　花子
1 6 0 0 0 2 3

会社員（事務・管理職）

なし

特記すべき既往なし

初診時（2024年2月19日）、軽度の精神運動制止を認め、表情乏しく伏し目がちで発語緩徐であったが疎通は良好。抑うつ気分・興味
喪失・易疲労感・集中力低下・食欲低下（2か月で4kg減少）・睡眠障害（入眠困難・中途覚醒・早朝覚醒）を認めた。受動的希死念慮
あり、具体的計画・準備はなく衝動性は低いと評価した。

見本メンタルクリニック 反復性うつ病性障害 薬物療法・精神療法 軽快
見本内科クリニック 不眠症 薬物療法 不変

現在（2026年5月）、反復性うつ病性障害の部分寛解状態にある。気分は比
較的安定しているが、強い落ち込みが月に数日程度残存する。希死念慮は消
失しており、精神運動制止も認めない。易疲労感・意欲低下・対人緊張が遷
延しており、勤務日の帰宅後は疲労が強く家事に支障をきたす。睡眠は概ね
良好。家事・身辺管理は概ね自立しているが、意欲低下時に入浴・整頓が滞
ることがある。食事は自炊が概ね可能だが易疲労により簡素な食事に偏る日
があり、夫の援助を要することがある。買い物・通院は単独で可能だが人混
みで疲労しやすく、夫の同伴を要することがある。家族以外との対人場面で
は緊張・疲労が強く交流は限定的である。銀行・役所等の手続きは付き添い
があれば可能。趣味活動はほぼ中断している。2026年4月より一般企業の障
害者雇用枠で短時間勤務（週4日・1日5時間、事務補助）を開始し、業務量
の調整・残業免除・上司との定期面談等の配慮のもとで継続できているが、
フルタイム・一般雇用での就労は困難な状態が続いている。
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見本　花子 本人

特になし

東京 新宿 西新宿0-0-0 サンプルハイツ101号

反復性うつ病性障害

2023年8月、管理職への昇進・配置転換を契機に入眠困難・中途覚醒が出現。同年秋頃より抑うつ気分・興味喪失・易疲労感・集中力
低下・食欲低下が増悪し、2024年2月19日に当院初診。受動的希死念慮を認め、うつ病（中等症）と診断。セルトラリン25mgを開始
し、同年3月に100mgへ漸増のうえ休職（3か月）とした。同年6月には部分寛解へ向かい希死念慮も消失した。同年9月に復職を試み
たが出社プレッシャーで抑うつ・不眠が再燃し、反復性うつ病性障害（現在中等症エピソード）と診断。セルトラリンからデュロキ
セチン60mgへ変更した。2025年6月にいったん退職。その後、就労移行支援事業所を利用してリワーク・職業訓練を受け、2026年4
月より一般企業の障害者雇用枠で短時間勤務（週4日・1日5時間、事務補助）として再就職した。現在は部分寛解の状態で、易疲労・
意欲低下・対人緊張が遷延し、職場の配慮のもとで就労を継続しているが、一般雇用・常勤就労は困難な状態が続いている。

正期産・正常分娩で出生。周産期・乳児期の
発育発達は順調で遅れの指摘なし。同胞2名
中第1子として養育され、養育環境に特記す
べき問題なし。

4年制大学卒業後、同一企業に約20年勤
続（事務職、後に管理職）。2024年3月
休職、2025年6月退職。2026年4月より一
般企業に障害者雇用枠で再就職。
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夫と二人暮らし。家族（夫）との関係は良好で、家事・買い物等で一部援助を受けて
いる。家族以外との対人場面では緊張・疲労が強く、交流は限定的である。

2 4

特記すべき神経学的異常所見を認めない

BDI-II 㾵㾴点（重症域）。自責感・無価値感・易疲労の項目が高値。SDS 高値
。WAIS-IV 全検査IQ 㾳㾲㾺（平均域）。処理速度がやや低下しており、抑うつ
による注意・集中力低下を反映していると考えられる。（2024年4月2日実
施）

2025年退職後から2026年3月まで就労移行支援事業所を利用（リワーク・職
業訓練）。現在は同支援を経て一般企業の障害者雇用枠に就労中。

事務補助（データ入力・書類整理）

業務量の調整・残業免除・上司との定期面談等の配慮を受けており、配慮のもと
で短時間勤務（週4日・1日5時間）を継続している。フルタイム・一般雇用での就
労は困難な状態が続いている。

家事・身辺管理は概ね自立しているが、易疲労・意欲低下時に入浴・整頓・食事準備が滞ることがあり、夫の援助を要する場面がある。
買い物・通院は単独で可能だが人混みで疲労しやすく、夫の同伴を要することがある。通院・服薬は自己管理で規則的に行えている。家
族以外との対人場面では緊張・疲労が強く交流は限定的で、銀行・役所等の手続きは付き添いがあれば可能。障害者雇用・短時間勤務・
職場の配慮のもとで就労を継続できているが、一般雇用・常勤就労は困難な状態にある。

急性期症状は寛解しているが、易疲労・意欲低下・対人緊張が遷延しており、復職負荷で再燃した既往がある。デュロキセチン60mgへの
変更後に症状の動揺は縮小しているものの、部分寛解の状態が持続していることから、就労機能の本格的回復は緩徐で当面は治療・通院
の継続と就労上の配慮を要する見込みである。症状の動揺が残存しており、完全寛解・一般雇用への移行には相当の期間を要すると考え
られる。

特記事項なし

見本メンタルクリニック 精神科

東京都新宿区西新宿0-0-0 サンプルビル
㾷F


